
令和8年度
関東地区聾教育研究会
国語科教育研究協議会

 本協議会は、授業研究会や情報交換会を通して聴覚特別支援学校における国語科授業の在り方を考えることを目的として開催されました。「一人ひとりが『わかる』『できる』を目指し、生き生きと学び合う子」をツヺボに、指導法の改善や教員の指導力向上を図りました。

日時 2026年９月18日 ９:30 - 16:05
場所 本校

参加者  (51名)  ヹ本校教職員25名および関東地区聾教育研究会（関聾研）加盟校より26名、合わせて51名の参加がありました。 

１．中心授業（小学部国語） 

助言者ヹ山本 晃 氏独立行政法人国立特別支援教育総合研究所情報ヹ支援部上席総括研究員（兼）部長

  小学部3年生の国語『ルペチテ』の授業では、児童が
重要な言葉を選び出したり、自身の思いや考えを伝え合
ったりする姿を参観しました。 

２．校内自由参観（国語科を中心に）
 校内の日常授業を参観し、聴覚特別支援学校に
おける国語科指導の実践や工夫について幅広く知
見を深めたり、情報交換したりしました。 

３．事後研究会ヹロヺキサュチフ 
 授業者振り返りや参観時の記録（付箋）を活用した協
議ヹロヺキサュチフを行い、児童の「伝える力」や「思考
の深まり」を引き出す指導法を検討しました。    

４．全体研修会ヹ指導助言 
 山本晃氏から、一人ひとりの『わかる』『できる』を
促す゠フルヺタや言葉かけについて、専門的な指
導助言をいただきました。

教員間で日頃の実践から学ぶ4つの視点


